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ながのけん 検索

○いただいたご意見・ご質問のうち、回答を要するものに
ついては、原則1週間以内に担当部局からお答えします。

○メール  hotline@pref.nagano.lg.jp

○FAX 026-235-7026
○郵送 〒380-8570（住所記載不要）企画振興部広報県民課
　（「県民ホットライン」と明記）

 長野県政に関するご意見・ご質問は、
「県民ホットライン」へお寄せください。

●この紙面に関するお問い合わせは企画振興部広報県民課まで　
　☎026（235）7054　FAX026（235）7026
　メール koho@pref.nagano.lg.jp

ご意見・ご質問

一人一人が自主的・能動的に知識・技術を身に付け、主体的に地域課題に取り組もうとする「学びと自治の力」。
平成30年度予算は、この「学びと自治の力」を政策推進のエンジンとする「しあわせ信州創造プラン2.0」の 6つの基本方針 に基づき編成し、
特に部局横断で取り組む重点施策を14の政策パッケージに取りまとめました。
新たな発想で新時代を切り拓いていけるよう、一体的に編成した平成29年度2月補正予算とともに強力に推進していきます。

●開催県としてふさわしい成績を収められるよう、競技力向上の取り組み
を推進・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・［1,559万6千円］

2027年 国民体育大会・全国障害者
スポーツ大会に向けたスポーツ振興

●第42回全国高等学校総合文化祭（2018信州総文祭）を開催
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・［2億4,712万8千円］
●県歌制定50周年を迎える「信濃の国」の記念事業を実施 ・・・［369万7千円］

心豊かな暮らしを実現する文化芸術の振興

●いつでも、どこでも学べる環境「信州・タウンキャンパス（仮称）」の構築に着手
　・・・［キャンパス例 消費者大学：387万3千円、信州環境カレッジ：1,326万7千円］
●“みんなの学び”を推進するモデル空間「信州・学び創造ラボ」を整備す
る等、図書館改革を推進・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・［7,367万4千円］

生涯を通じて学べる環境の整備

学びの県づくり
子どもから大人まですべての
県民が主体的に学び、それぞ
れが持っている能力を社会の
中で十分に発揮できる県づく
りを進めます。
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●国保データベースを活用した地域の健康課題の見える化と市町村支援
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・［489万1千円］
●地域の拠点病院が医師不足病院を支援する仕組みの構築・支援
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・［5,280万1千円］
●中学校卒業までの子どもの医療費の窓口負担を軽減
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・［43億8,974万円］

健康づくりの支援、医療・介護提供体制の充実

●既存住宅などの省エネ性能について簡易診断を無料で実施する等、
省エネ改修を促進・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・［827万7千円］

●太陽光発電や太陽熱利用のポテンシャルを「見える化」
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・［2,992万8千円］
●企業局の電気と水を活用した水素エネルギーの利活用のあり方を研究す
るため、水素ステーションと燃料電池車を整備 ・・・・・・・・・・・・・・・［950万円］

地球環境への貢献

いのちを守り
育む県づくり

全国トップレベルの健康長寿県として、県民
の健康づくりに先導的な役割を果たすととも
に、保健・医療体制のさらなる充実を図ります。
また、豊かな自然環境・地球環境を守ります。
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●「長野県就業促進・働き方改革戦略会議（仮称）」を設置し、効果的な就
業促進策の立案等や、職場のPR、企業とのマッチングを支援する等、福
祉・介護、観光、建設等の分野の人手不足を解消 

　・・・［戦略会議の設置：57万4千円　福祉・介護等：22億8,093万3千円］

郷学郷就の産業人材育成・確保
きょうがくきょうしゅう

産業の生産性が
高い県づくり

より付加価値が高く、成長が期待さ
れる分野への進出・展開や、AI・IoT
等先端技術の導入などを積極的に支
援し、県内産業の稼ぐ力を高めます。

２

●援助が必要な方を示すヘルプマークを導入し、支え合いの環境づくり
を推進・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・［606万4千円］
●シニア活動推進コーディネーターを増員し、就業・社会参加に向けた支
援を強化・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・［4,819万7千円］

多様性を尊重する共生社会づくり

●妊娠から子育てまで子どもと家庭を切れ目なく支援する「信州こども
サポート（仮称）」のモデルを構築・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・［98万5千円］
●信州こどもカフェの運営の中心となる人材の発掘・育成 ・・・［410万円］
●市町村や関係機関等と連携し、相談体制を充実するなど自殺対策を強化 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・［6,926万9千円］

子ども・若者が夢を持てる社会づくり
●経営トップを対象にしたセミナー等を開催 ・・・・・・・・・・・・・・・［74万4千円］

女性が輝く社会づくり

誰にでも居場所と出番
がある県づくり

すべての人が等しく社会からその存
在と役割を認められ、自らの可能性に
挑戦し、自分らしく生きていくことが
できる県づくりを目指します。

５ 自治の力みなぎる
県づくり

多様な主体が協働しながら
地域の課題解決に自ら取り
組み、県全体の魅力を高め
ていきます。
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人をひきつける
快適な県づくり

生活の質と利便性を一層高め、人生
を楽しむことができ、多くの人たちを
ひきつけることができる快適な県づ
くりを目指します。
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●地域の自主的・主体的な取り組みへの支援や地域振興局を核とした地域課題解
決を推進（地域発元気づくり支援金・地域振興推進費） ・・・［9億5,102万2千円］
●大北地域５市町村、木曽地域６町村による広域連携の取り組みへの支援 
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・［3,402万円］
●自治体消防制度70周年記念事業を開催する等、消防団の充実・強化
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・［974万9千円］

●「諏訪湖環境研究センター（仮称）」の設置を検討する等、諏訪湖の環境
改善の推進（諏訪地域振興局）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・［2億7,799万6千円］
●火山の災害リスクの軽減に向け、御嶽山をはじめとする火山防災対策
を推進（木曽地域振興局）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・［5,179万1千円］

地域振興局長から、地域の意向を反映した提案等を受け付ける取り組み
を試行的に実施しました。以下は事業の一例です。

【 地域振興局長からの提案・意見等の反映 】

長野県　平成30年度予算 検索　平成30年度当初予算の概要
●予算に関するお問い合わせは総務部財政課まで　☎026（235）7039

国民健康保険
制度が
変わります ■問い合わせ先　健康福祉部国民健康保険室　☎026（235）7096

平成30年4月から県が財政運営の責任主体として、市町村とともに国民健康保険を運営します。

※窓口は、これまでどおりお住いの市町村の国民健康保険担当課です。

●県単位で国保を運営することにより、保険料の急な上昇が起きにくくなります。
●県内加入者間の保険料負担の公平化を図ることができます。
●県は保険者として、これまで以上に健康づくりの取り組みを進めます。

メリット
浄化槽の

法定検査、受けて
いますか？
■問い合わせ先　環境部生活排水課　☎026（235）7299　（公社）長野県浄化槽協会　☎026（234）7637

浄化槽法では、生活環境の保全や公衆衛生の向上のため、設置者に年1回の法定検査を義務付けて
います。平成30年4月から検査を一新します。適正な実施にご協力ください。

※BODとは、水の汚れを示す重要な指標です。

新たに生物化学的酸素要求量（BOD）の検査項目が追加されます。これにより、生活
排水の汚れが数値として分かるようになり、浄化槽の調子を知ることができるように
なるほか、検査の効率化が図られます。

変更点

しあわせ信州創造プラン2.0しあわせ信州創造プラン2.0（（長野県総合5か年計画長野県総合5か年計画長野県総合5か年計画）スタートスタートしあわせ信州創造プラン2.0（長野県総合5か年計画）スタート

「学びと自治の力で新時代を拓く予算」です。平成
30年度は

●「信州幼児教育支援センター（仮）」の設置について検討
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・［89万6千円］
●2020年度までの全校整備を目指し県立高校にICT

※
機器を整備

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・［4億4,354万3千円］
●小中学校および高等学校へLD

※
等通級指導教室を設置 ・・・［1億9,890万円］

生きる力と創造性を育む教育の推進

※ICT　情報通信技術　　※LD　学習障害

●県内企業のIoTデバイス
※
の研究開発・事業化を支援 ・・・［4億26万円］

●航空機システム拠点に国内唯一の環境試験機設備を整備し、航空機産
業の集積を促進・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・［2億2,538万5千円］

革新力に富んだ産業の創出・育成

※IoTデバイス　インターネットへ接続されるカメラ・センサ等の機器

●ドローンやAI
※
等を活用した革新的農業技術・機械の開発と実用化 ・・・［6,220万7千円］

●「シナノリップ（リンゴ長果25）」など果樹オリジナル新品種のブランド
力を強化・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・［277万5千円］
●ICTの導入・活用を促し、森林施業の効率化・省力化等の取り組みを促進 ・・・［1,583万円］

収益性と創造性の高い農林業の推進

※AI　人工知能

●広域型DMO
※
形成と観光関連産業の人材育成等を支援する「DMO形

成支援センター」を設置・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・［5,467万円］
●「信州地域デザインセンター（仮称）」 の設置を検討し、地域の魅力ある
まちづくりを推進・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・［73万6千円］
●「つながり人口」を呼び込むため、外部人材と連携し、地域の魅力発信
や地域資源の発掘等を実施・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・［459万5千円］

「つながり人口」拡大・しあわせ観光地域づくり

※DMO　観光地域づくりの舵取り役を担う法人

お知らせ

●県立大学に設置する「ソーシャル・イノベーション
※
創出センター（CSI）」

で起業家の育成やビジネス創出の支援 ・・・・・・・・・・・・・・・［535万8千円］

高等教育の振興による知の拠点づくり

※ソーシャル・イノベーション　社会を良くすることを目的とした革新

「しあわせ信州創造プラン2.0」は、SDGs（国連が定めた持続可能な開発目標）の達成を目指します。

予算
総額
8,674億7,383万4千円
8,463億9,563万3千円 210億7,820万1千円

平成30年度当初 平成29年度2月補正+（ ）


